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今月の神奈川ネット

ローカルパーティ情報紙　神奈川ネット　No.413

神奈川ネットへのカンパは、三菱UFJ銀行　横浜支店　普通預金口座3516141　口座名：カンパ口神奈川ネットワーク運動　カンパのお願い
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■かながわの朝鮮学校交流ツアー（横浜朝鮮初
級学校）：2/15（土）■市民の生活・活動法律
相談、議員年金AT：2/19（水）■第15回運営
委員会 ,介護保険AT：2/27（木）■神奈川ネッ
ト総会：3/8（日）■プラごみPJ：3/14（土）

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）
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　2020 年度予算が発表されました。一
般会計は 1 兆 9000 億円を超え、2018
年から 3 年連続で増加しています。財政
調整基金 130 億円を取り崩し均衡を保
つ予算案となりました。
　予算と同時に「かながわ気候非常事態
宣言」が発表されました。県内でも昨秋の
台風 15 号・19 号による大きな被害が
生じ、異常気象の発生と災害リスクの増
大が懸念されています。風水害対策等の
強化に、これから3年で1370億円を超
える事業費も提案されています。　　
　ハード面だけでなく、一人ひとりが気
候変動問題を「自分事」として捉え、日ごろ
から意識を持って行動することが必要で
あり、県民と「危機感」を共有し、ともに「行
動」することが趣旨に書かれています。し
かし、県は各自治体の取組みを支援する

立場であり、旗を振るだけでは進みませ
ん。今回の非常事態宣言からも市民生活を
どのように変えていきたいのかが残念な
がら伝わってきません。脱炭素社会の実現
に向けた取組みの推進であれば、たとえば
レジ袋削減にとどまらず、庁内の自動販売
機からペットボトルを無くすなど、掛け声
だけでない具体の取組みが必要であり、自
分事と思える市民を増やすことです。県内
には火力発電所もあり、新たな建設も進ん
でいます。太陽光発電の屋根貸しや原発に
頼らないエネルギー政策を積極的に行う
など、具体策があってこその宣言です。
待ったなしの状態に陥っていることは間
違いありません。県が本気度を示し、市民
意識も変えていく取組みの提案をネット
は進めていきます。
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1月22日、ヨコハマ創造都市センターで「神奈川ネットワーク運動
市民社会チャレンジ基金交流会~新春につどう 2020 ~」が開催さ
れ、助成4団体の紹介と活動報告がありました。 市民社会チャレン
ジ基金は、「市民がつくるセーフ ティネット」を基本テーマとし、市民
からの寄付を原資に、市民社会を強くするためのチャレンジ性ある
市民活動に対して助成しています。
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◀横浜未来
　アクション

▼子どもひろば
　「みらい」

▲NPO法人
　アスリード

NPO法人▶
農ある
暮らしを
広める会
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さ
う
危
の
品
食
集
編
ム
ノ
ゲ

  

ほ
な
ち
だ
あ
　
　
　
　

 (
 

/ 

）
議
市

市民社会チャレンジ基金交流会
　　  ～新春につどう2020~
市民社会チャレンジ基金交流会
　　  ～新春につどう2020~

情報紙412号の一部に誤りがありました。訂正してお詫び致します。
1面　2019.1.15→2020.1.15
　　   カモン・シェシェ→カムオン・シェシェ
2面　市民社会チャレンジ基金助成団体決定の表についても訂正
　　   しています。


